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Ⅰ．ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 事業所や車両の省エネに努めます。

①電力・車両燃料の二酸化炭素排出量の削減

３ ． 自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

①受託処理量（収集運搬量）の安定的確保

②当社が受託した廃棄物の処分方法は、すべて堆肥化であるため

事業そのものが再資源化の一端を担っているため　受託量の増加こそが

エコ活動そのものと言える。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 収集運搬における環境配慮に努めます。

①収集運搬車の燃費向上

６ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

①地域の環境美化

７ ． 本方針を当社の全従業員に周知徹底いたします。

2010年5月1日

改定日：

制定日：

環境経営方針

　有限会社尾野興業運輸は、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源
の枯渇への対応が人類共通の重要課題との認識にたち、本業である汚泥・動植物性残さの
収集運搬を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に
自主的・積極的に取り組みます。
　収集運搬事業における受託量の増加が、当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸と
なって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

制定日：2023年２月８日

尾野　守彦

2020年6月2日

代表取締役社長

かけがえのない地球環境の保全は事業活動の重要な要素として位置

付けるとともに、産業廃棄物の収集運搬事業における環境負荷の低減

を図り、人・地球・地域に優しい企業となることを目指します。
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Ⅱ．組織の概要
（１） 名称及び代表者名

有限会社尾野興業運輸
代表取締役社長　尾野　守彦

（２） 所在地
本 　　社 兵庫県たつの市神岡町沢田９４９番地の１

TEL： 0791-62-9152 FAX：0791-62-9153

（３） 環境管理責任者氏名と連絡先
責任者　 総務部長 唐沢麻衣 TEL： 0791-62-9152

（４） 事業内容
産業廃棄物収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円 (2024年度）

名
㎡

ｔ

１０ｔダンプ 台
営業車 台
フォークリフト 台

台
合計 台

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社尾野興業運輸
対象事業所： 本社

活動： 産業廃棄物収集運搬業

Ⅳ．事業の紹介

運搬した汚泥を処分業者 産業廃棄物を積み、
に荷下ろし中 処分業者に向かっています

積込み完了

2,000

2

43,843

17従業員

受託した産業廃棄
延べ床面積　 1,400

本社

5

23

車種 台数
16

平成3年6月12日

収集運搬量 89,075
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表取締役社長

環境管理
責任者

・経営における課題とチャンスの明確化

環境事務局

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

全従業員

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境管理責任者

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

環境事務局

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の実績集計

・自部門における環境経営方針の周知

総務部 営業部 収集運搬部
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Ⅵ．許可の内容

(1）産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

動
物
系
固
形
不
要
物

動
物
の
糞
尿
・
死
体

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ば
い
じ
ん

〇 無 ○

〇 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 無 ○ ○ ○ ○

〇 無 ○ ○ ○

〇 無 ○ ○ ○ ○

〇 無 ○ ○

無 〇 ○ 〇 ○ 〇

〇 無 ○

〇 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

〇 無 ○ 〇

無 〇

無 〇

(2）主要取引先 （3)処理業者一覧

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 （株）白滝有機産業
(株)ダイセル　姫路製造所 児島興業（有）
サントリープロダクツ（株）高砂・京都工場 （株）日本資源開発社
松谷化学工業（株） 谷ファーム
兵庫パルプ工業（株） エコファーム
丸大食品（株）高槻工場 クリーン発酵（株）
パナソニック液晶ディスプレイ（株） 日本有機（株）
その他多数 ハリマ産業エコテック（株）

その他数社

Ⅶ．主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

t

kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2022年度の関西電力の調整後の係数　
※化学物質の使用は無し

Ⅷ．環境経営目標及びその実績

〇

△

△

△

✕

△

〇

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

ｋＷｈ

L

L

6,016

8,333

566,548

6,297 6,245

優良
許可

注1）評価欄にて、〇：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％以上）、×：未達成（95％未満）

注2）達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100（％）、増加を目指す場合は、達成度＝実績÷目標×100

“化学物質は使用しないため、目標は設定しない。”

10,108 8,205

590,221 597,812

水使用量の削減
※地下水分のみ 99% 100% 98%

㎥ 1,466

基準年度比 101% 105% 102%
ｔ/L 0.141 0.143 0.149環境に配慮した収集運

搬

自動車燃料による二
酸化炭素削減

第02600001756 令和7年7月8日 令和14年5月19日

和歌山県 第03000001756 令和7年1月31日 令和14年1月30日

　年　度
　　項　目

基準年度

1,437
基準年度比

令和3年4月13日 令和10年4月12日

産業廃棄物収集運搬
量の安定的確保

ｔ 83,397 84,231 89,075 85,065
基準年度比 101%

2024年度 2025年度

85,899

99% 101%
98%

98%

1,476 1,451

12.0 13.4

1,522,735
97%

kg-CO₂ 1,569,830 1,554,131 1,585,303 1,538,433

0.146

2026年度
（目標）

1,481

京都府

98%

90%

99%

104%

12.0

103%

93% 90%

0.144

2,706

令和4年11月10日 令和11年11月9日

項　目

97%

愛知県 第02300001756

岐阜県 第02100001756

兵庫県 第02806001756 令和3年12月25日 令和10年12月24日

岡山県 第03301001756 令和3年11月9日 令和10年11月5日

1,601

1,506,299 1,572,562 1,588,013

廃棄物の種類

1,601

2024年度

二酸化炭素総排出量

2022年度 2023年度

1,476

令和5年9月7日 令和12年9月6日

第02700001756 平成30年2月17日

99% 98%

香川県 第03709001756

14.2

電力による二酸化炭
素削減

kg-CO₂ 2,733

大阪府

廃棄物排出量

三重県 第02400001756 令和5年5月24日 令和8年1月12日

12.9 13.4

83,397 89,075

107% 102%

0.434

103%
2,651

97%99%

2,710 2,678
基準年度比

1,588,013 1,541,111 1,525,386

93% 104%
一般廃棄物の削減

基準年度比

許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

令和12年2月16日

令和7年1月28日 令和14年1月27日

達成
率

106%

100%

11.6
基準年度比

kg 12.9

上記二酸化炭素排出
量合計

kg-CO₂ 1,572,562 1,556,837

※水使用量　2022年度は上水はありません

滋賀県 第02501001756 令和7年1月10日 令和14年1月9日

石川県 第01702001756 令和4年12月8日 令和9年12月7日

受託収集運搬量 82,868

（目標） （実績） （目標）
評
価2023年度

許可区域

水使用量
　一般廃棄物排出

広島県 第3400001756
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Ⅸ．環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

産業廃棄物収集運搬量の安定的確保

2023年度

2024年度

二酸化炭素排出量削減

取組紹介欄

2023年度

2024年度

電力による二酸化炭素削減

2023年度

2024年度

2月
533

合計
1,572,562

1,588,013

5月
524
509

合計
6,297
6,245531

3月
531
529

4月
522
522

達成状況

7月 8月 9月 10月 11月 12月

・下記による

140,995 132,598 118,540 136,552

6月

数値目標

12月
5,359

2月
8,669

3月
8,308

119,596 126,011 121,312 125,225 132,020 140,597

10,139 10,453 5,823 5,593 8,465 6,030 7,470 6,972

10月 11月

・動向に応じて単価の見直しをする ○

5,555

4月
7,649
7,823

数値目標

6,218 7,429 6,802 5,861 7,138
8,529

1月

△

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

6,794 7,069

〇 基準年度と比較しても運搬量を増やすことが出来た。来期以降も
この調子を保てるように努めていく。今期もまた、単価の見直しを
させていただけた。

△
・省エネ機器の購入 ○

533 536

数値目標 ✕ 未達成の原因は高圧洗浄機の使用時間が伸びているためだと考
えられる。収集運搬量が増えれば行先も増え、汚れも増える。目
標値を　現状維持か基準年度の-0.5％で来期はやっていきたい。
節水の意識は変えずに目標値を変更する

・エアコンの温度管理（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

613

7月

509 522 531

・処分場の確保 ○
・情報収集 ○

8月 9月6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・照明管理（未使用箇所の消灯）

9月8月
476

1月6月

482 426

118,359 127,978 128,891 114,290

10月

545 526
529

7月 12月11月
436 632 514 531

140,298
142,495

4月
141,007
146,799

5月
132,638

6,101
6,223

合計
83,397
89,075

3月

1月 5月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

134,097

2月
148,107118,780 126,972

146,420

0

500

1,000

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
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3
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月
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2024年度
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2023年度

2024年度

2023年度

2024年度

一般廃棄物の削減

2023年度

2024年度

594

1.1
1.0

971

52,930

達成状況

6月 7月

数値目標

49,945
44,829 47,386

909 671 615 787

6月

✕

727

46,851

1,007

8月 9月 10月 11月

7月 8月 9月 10月

○

達成状況

870

・適正な車両の整備

8月 9月6月 7月

44,598 51,338 44,445

464

4月 合計

3月
52,848
53,889

4月
52,929

10,108
8,205537

取組結果とその評価、次年度の取組内容

878 711 789
2月

1,057
819

3月
692

10月
45,306 49,531

・分別に寄るリサイクルの徹底 ○

1.1
1.0 1.4 1.1 1.1

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1.1 1.1 1.1

○

✕

835 720

○

1.0

11月

・紙ごみをできるだけ減らせる ○

受託量が増え、行先も増え走行距離も増えしたがって　軽油給油
量も増えてしまいまた、ガソリン車も許可等取得で走行するため
給油量増加し達成はできていないが　環境に配慮した収集運搬
は確実に達成できたため安堵する。来期以降もこの調子を保って
継続していきたい。

・アイドリングストップ
数値目標

48,398 50,36948,283

事業が拡大すれば　やはり紙ごみが増え、また弊社は運転手に
お菓子やジュースのサービスをしているため　ゴミを会社に持ち
帰るため　なかなかゴミ自体は減らない。基準年の-5％の目標値
を　現状維持に変更することとする。活動としては現在のやり方を
続行する。

3月
1.11.1

1.4 1.1

52,798 44,618 47,675 55,505

595

5月
670
689

11月
908

12月 1月 2月

12月 1月

798

5月
1.1
1.1

合計
13.0
13.4

43,009

12月 1月

1.1
1.0 1.0

1.11.1

合計
590,221

・効率的なルートでの営業

4月

55,417

5月
49,945
55,191 597,812

2月
1.1

1.0

0

500

1,000

1,500

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

ガソリン（L) 2023年度

2024年度

0

20,000

40,000

60,000

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

軽油（L) 2023年度

0.0

0.5

1.0

1.5

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

一般廃棄物（kg） 2023年度

2024年度

0
200000
400000
600000
800000

2
0
1
0
年
度

2
0
1
1
年
度

2
0
1
2
年
度

2
0
1
3
年
度

2
0
1
4
年
度

2
0
1
5
年
度

2
0
1
6
年
度

2
0
1
7
年
度

2
0
1
8
年
度

2
0
1
9
年
度

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年
度

軽油（L)

0

5000

10000

15000

2
0
1
0
…

2
0
1
1
…

2
0
1
2
…

2
0
1
3
…

2
0
1
4
…

2
0
1
5
…

2
0
1
6
…

2
0
1
7
…

2
0
1
8
…

2
0
1
9
…

2
0
2
0
…

2
0
2
1
…

2
0
2
2
…

2
0
2
3
…

2
0
2
4
…

ガソリン(L）

8



水使用量の削減

2023年度

2024年度

環境に配慮した収集運搬

2023年度

2024年度

※水使用量削減は、地下水分のみである

0.190 0.125 0.154 0.198 0.138
0.1560.152 0.1480.1350.164 0.145 0.118

0.103 0.141

環境に配慮した収集運搬は確実に達成できたため安堵する。来
期以降もこの調子を保って継続していきたい。

6月 7月 8月 9月 10月

・節水意識の向上 ○
・洗車時の垂れ流し禁止

数値目標 〇

○

達成状況

数値目標 ✕

121 123

3月
0.157

4月
0.145

5月
0.122

9月
122 125

1月

123 122

0.120 0.131
0.113 0.150

6月 7月
123

10月
126123 122

8月

平均
0.141

0.192 0.209 0.131 0.109

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・効率的、計画的収集 ○
・適正な車両の整備 ○

・エコドライブ ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月 12月 1月

・アイドリングストップ ○

12月
127 121
127 123 126 121

受託量増加に伴い走る距離も増え、汚れが落ちにくくなるため、
洗車時間が長くなったことも未達成の要因と考える。次年度以降
は目標値の設定を変更してみる。
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Ⅹ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

自動車NOx・PM法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。又、関係当局より違反等の指摘はありませんでした。

Ⅺ．緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 収集運搬車両事故
■実施日： ■実施場所
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

車両転覆による道路へのオイル漏洩発生。実際の状況で車両が転覆した場合、運転手が無事かは
疑問があるが無事と想定してやってみた。

使用した手順書
火災対応手順書
収集運搬車両事故による油類流出事故対応手順書

尾野　運転手9名　唐沢
・事故対応、通報訓練

2024年6月3日 本社事務所

遵守
家電リサイクル法

廃棄物処理法 遵守

フロン排出抑制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守評
産業廃棄物の適正な収集運搬
営業用乗用車、収集運搬用トラックの排ガス規制の遵守
防火・火災訓練、消火設備の点検
自動車を廃棄する場合、業者への引き渡し
家電を廃棄する場合、業者への引き渡し
業務用空調機の簡易点検の実施、点検結果の記録、記録の保管

消防法
自動車リサイクル法

遵守

手順書の通り出来た。実際の状況でも落ち着いてやってもらいたい。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

遵守
対象無し
対象無し

適用される法規制
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Ⅻ．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

ⅩⅢ．これまでの環境活動の紹介

弊社は収集運搬量が増加することがエコ活動
と言えるため、事故等により　車両が使えない
という状況は最悪の状態と言えるため、
エコ活動の一環として、　無事故無違反、
ぶつけいない、低燃費の表彰を行い、
達成できた運転手に金一封を授与しています。

ⅩⅣ．編集後記

勤続１０年の従業員のお祝いも出来ました。
来年度は弊社の創立３５周年です。

2025年7月31日
今年度もまた、仕事の受託量を順調に伸ばすことが出来、目標を達成することが出来た。来年度も受託量が増加するよ
う営業努力を怠らないようまた　受託した仕事を邁進できるよう社員一丸となって頑張っていきたいです。仕事は増加傾
向だが　トラックの新車がなかなか出来てこないのが問題です。仕事はあるのにトラックが足りない状態が続きそうです。
世の中が循環型社会になっていることの指標の一つとして　弊社の受託量が目安になれるよう社員と頑張っていきたい
と思います。

代表取締役  尾野　守彦
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